
年間授業計画　新様式

 科目
科　目： 単位数： 単位

2 学年 Ａ 組～ Ｅ 組

（

・指導事項
第５章　流動資産PART１
第６章　流動資産PART２
第７章　固定資産PART１
第８章　固定資産PART２
第９章　固定資産PART３

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
　当座資産、棚卸資産、その他の流動資産、有形
固定資産、取得原価の計算と期末評価、リース取
引の意味や種類、処理方法について理解してい
る。
・無形固定資産の意味と種類、取得原価の計算や
期末評価、投資その他の資産の意味と種類や期末
評価について理解し、適切な会計処理ができる。
【思考・判断・表現】
・当座資産、棚卸資産、その他の流動資産、有形
固定資産、取得原価の計算と期末評価、リース取
引の意味と処理方法を身につけている。
・無形固定資産の意味と種類，取得原価の計算や
期末評価、投資その他の資産の意味と種類や期末
評価について思考・判断し、それを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・当座資産、棚卸資産、その他の流動資産、有形
固定資産、取得原価の計算と期末評価、リース取
引の意味と処理方法について，自ら学び主体的か
つ協働的に取り組む態度を身につけている。
・無形固定資産の意味と種類，取得原価の計算や
期末評価について自ら学び，主体的かつ協働的に
取り組む態度を身につけている。

〇 〇

・指導事項
第３章　貸借対照表のあらまし
第４章　資産の意味・分類・評価

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
・貸借対照表の役割や区分、様式について理解し
ている。
・資産の意味・分類・評価について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・貸借対照表の役割や区分、様式の違いが身に付
いている。
・資産の意味・分類・評価の方法を説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・貸借対照表の役割や区分、様式について、自ら
学び主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付け
ている。
・資産の意味・分類・評価の方法について、自ら
学び主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけ
ている。

〇

〇 〇 〇 4

配当
時数

１
学
期

第１編　財務会計の基礎
【知識及び技能】
　会計の意味や機能、会計法規の種類
や目的について正しく理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　会計公準の必要性や会計法規の役割
を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　企業会計の意味と役割、株式会社制
度の特徴と基本的な会計処理、企業会
計原則と企業会計基準の役割や財務諸
表の種類およびその構成要素について
自ら学び主体的かつ協働的に取り組
む。

・指導事項
第１章　企業と会計
第２章　企業会計制度と会計法規

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
　会計の意味や機能、会計法規の種類や目的につ
いて正しく理解している。
【思考・判断・表現】
　会計公準の必要性や会計法規の役割を説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　企業会計の意味と役割、株式会社制度の特徴と
基本的な会計処理、企業会計原則と企業会計基準
の役割や財務諸表の種類およびその構成要素につ
いて自ら学び主体的かつ協働的に取り組む態度を
身につけている。

〇 〇 〇 4

第２編　貸借対照表
【知識及び技能】
・貸借対照表の役割や区分、様式につ
いて理解する。
・資産の意味・分類・評価について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・貸借対照表の役割や区分、様式の違
いが身に付ける。
・資産の意味・分類・評価の方法を説
明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・貸借対照表の役割や区分、様式につ
いて、自ら学び主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付ける
・資産の意味・分類・評価の方法につ
いて、自ら学び主体的かつ協働的に取
り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２編　貸借対照表
【知識及び技能】
・当座資産、棚卸資産、その他の流動
資産、有形固定資産、取得原価の計算
と期末評価、リース取引の意味や種
類、処理方法について理解する。
・無形固定資産の意味と種類、取得原
価の計算や期末評価、投資その他の資
産の意味と種類や期末評価について理
解し、適切な会計処理をすることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・当座資産、棚卸資産、その他の流動
資産、有形固定資産、取得原価の計算
と期末評価、リース取引の意味と処理
方法を身につける。
・無形固定資産の意味と種類，取得原
価の計算や期末評価、投資その他の資
産の意味と種類や期末評価について思
考・判断し、それを説明することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・当座資産、棚卸資産、その他の流動
資産、有形固定資産、取得原価の計算
と期末評価、リース取引の意味と処理
方法について，自ら学び主体的かつ協
働的に取り組む。
・無形固定資産の意味と種類，取得原
価の計算や期末評価について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組む。

〇

〇

19

定期考査

商業 簿記演習（発展） 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

財務会計について実務に即して体系的・系統的
に理解するとともに，関連する技術を身に付け
る。

企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方
法の妥当性と課題を見いだし，ビジネスに携わ
る者として科学的な根拠に基づいて創造的に課
題に対応するとともに，会計的側面から企業を
分析する力を養う。

実教出版　新財務会計Ⅰ）

商業

簿記演習（発展）

【 知　識　及　び　技　能 】

企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥当性と課題を見いだし，ビジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに，会計的側面から企業を分析する力を養う。

財務会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び，適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネ
スを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な基礎的
な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

教　科：

使用教科書：

教科担当者：

対象学年組：第

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

科目 の目標：

の目標：教科

商業高等学校 令和５年度（２学年用） 教科 簿記演習（発展）

会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学
び，適切な会計情報の提供と効果的な活用に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】



第２編　貸借対照表
【知識及び技能】
　純資産の意味と分類について理解し
ている。また、資本金、資本準備金、
その他資本剰余金、利益剰余金、任意
積立金、繰越利益剰余金の意味を理解
し、適切な会計処理がについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　純資産の意味と分類について思考・
判断し，それを説明できる。また、資
本金の増加・減少の内容およびそれぞ
れの会計処理、資本準備金とその他資
本剰余金に関する会計処理、任意積立
金や繰越利益剰余金の内容と処理方法
について思考・判断し，表現すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　純資産の意味と分類、資本金の増
加・減少の内容およびそれぞれの会計
処理、資本準備金とその他資本剰余金
に関する会計処理、任意積立金や繰越
利益剰余金の内容と処理方法について
自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
む。

・指導事項
第13章　純資産の意味と分類
第14章　資本金
第15章　資本準備金
第16章　利益準備金
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
　純資産の意味と分類について理解している。ま
た、資本金、資本準備金、その他資本剰余金、利
益剰余金、任意積立金、繰越利益剰余金の意味を
理解し、適切な会計処理がについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　純資産の意味と分類について思考・判断し，そ
れを説明できる。また、資本金の増加・減少の内
容およびそれぞれの会計処理、資本準備金とその
他資本剰余金に関する会計処理、任意積立金や繰
越利益剰余金の内容と処理方法について思考・判
断し，表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　純資産の意味と分類、資本金の増加・減少の内
容およびそれぞれの会計処理、資本準備金とその
他資本剰余金に関する会計処理、任意積立金や繰
越利益剰余金の内容と処理方法について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけ
ている。

〇 〇

定期考査
〇 〇

第２編　貸借対照表
【知識及び技能】
　負債の意味と分類について理解する
とともに、流動負債、固定負債の意味
と各項目の内容を理解し，適切な会計
処理を行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　負債の意味と分類について思考・判
断し、それを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・負債の意味と分類、流動負債、固定
負債の意味と各項目の内容について、
自ら学び、主体的かつ協働的に取り組
む。

・指導事項
第10章　負債の意味と分類
第11章　流動負債
第12章　固定負債

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
　負債の意味と分類について理解するとともに、
流動負債、固定負債の意味と各項目の内容を理解
し，適切な会計処理ができる。
【思考・判断・表現】
　負債の意味と分類について思考・判断し、それ
を説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　負債の意味と分類、流動負債、固定負債の意味
と各項目の内容について、自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組む態度を身につけている。

〇 〇 〇 6

定期考査

〇 10

第２編　貸借対照表
【知識及び技能】
・自己株式の意味について理解し、自
己株式の取得・処分・消却の会計処理
を習得する。
・新株予約権の意味について理解し、
新株予約権の発行・新株予約権の行使
の会計処理を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己株式の取得・処分・消却の会計
処理、新株予約権の発行・新株予約権
の行使の会計処理について思考・判断
し，表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自己株式の意味、自己株式の取得・
処分・消却の会計処理、新株予約権の
意味、新株予約権の発行・新株予約権
の行使の会計処理について自ら学び，
主体的かつ協働的に取り組む。

・指導事項
第17章　自己株式
第18章　新株予約権

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
・自己株式の意味について理解し、自己株式の取
得・処分・消却の会計処理を習得している。
・新株予約権の意味について理解し、新株予約権
の発行・新株予約権の行使の会計処理を習得して
いる。
【思考・判断・表現】
　自己株式の取得・処分・消却の会計処理、新株
予約権の発行・新株予約権の行使の会計処理につ
いて思考・判断し，表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自己株式の意味、自己株式の取得・処分・消却
の会計処理、新株予約権の意味、新株予約権の発
行・新株予約権の行使の会計処理について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけ
ている。

〇 〇 〇 5

1〇〇

1

１
学
期

２
学
期

【知識・技能】
　貸借対照表作成上の諸原則について理解し、貸
借対照表の作成方法を習得している。
【思考・判断・表現】
　貸借対照表作成上の諸原則について思考・判断
し，表現できる。また、貸借対照表の作成方法に
ついて思考・判断し，実際に作成できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　貸借対照表作成上の諸原則や貸借対照表の作成
方法の習得に際し，自ら学び，主体的かつ協働的
に取り組む態度を身につけている。

・指導事項
第19章　貸借対照表の作成

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

第２編　貸借対照表
【知識及び技能】
　貸借対照表作成上の諸原則について
理解し、貸借対照表の作成方法を習得
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　貸借対照表作成上の諸原則について
思考・判断し，表現することができ
る。また、貸借対照表の作成方法につ
いて思考・判断し，実際に作成するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　貸借対照表作成上の諸原則や貸借対
照表の作成方法の習得に際し，自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組む。

6〇〇〇



1〇〇

〇 〇

２
学
期

・指導事項
第20章　損益計算書のあらまし
第21章　損益計算の意味と基準
第22章　売上高
第23章　売上原価、販売費及び
　　　　　　　　　　一般管理費
第24章　営業外収益・営業外費用
第25章　特別利益・特別損失

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
・損益計算書の作成原則および作成方法について
理解している。
・株主資本等変動計算書の意味および作成方法に
ついて理解している。
注記表と附属明細書の意味について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・損益計算書の作成原則および損益計算書の作成
方法について思考・判断し、実際に作成できる。
・株主資本等変動計算書と注記表，附属明細書の
意味について思考・判断し、説明できる。株主資
本等変動計算書の作成方法について思考・判断し
実際に作成できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・損益計算書の作成原則と作成方法について、自
ら学び損益計算書の作成に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身につけている。
・株主資本等変動計算書と注記表、附属明細書の
意味や株主資本等変動計算書の作成方法につい
て、自ら学び主体的かつ協働的に取り組む態度を
身につけている。

・指導事項
第26章　損益計算書の作成
第27章　その他の財務諸表

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

第３編　損益計算書
【知識及び技能】
・損益計算書の作成原則および作成方
法について理解する。
・株主資本等変動計算書の意味および
作成方法について理解する。
注記表と附属明細書の意味について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・損益計算書の作成原則および損益計
算書の作成方法について思考・判断
し、実際に作成することができる。
・株主資本等変動計算書と注記表，附
属明細書の意味について思考・判断
し、説明することができる。株主資本
等変動計算書の作成方法について思
考・判断し実際に作成することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・損益計算書の作成原則と作成方法に
ついて、自ら学び損益計算書の作成に
主体的かつ協働的に取り組む。
・株主資本等変動計算書と注記表、附
属明細書の意味や株主資本等変動計算
書の作成方法について、自ら学び主体
的かつ協働的に取り組む。

定期考査

第３編　損益計算書
【知識及び技能】
・損益計算書とその役、損益計算書の
区分や様式について理解する。
・収益・費用の認識基準と測定基準に
ついて理解する。
・売上高の意味、売上原価の意味と計
算方法について理解し、適切な会計処
理を行うことができる。
・販売費及び一般管理費、営業外収
益・営業外費用、特別利益・特別損失
の意味と種類及び記帳方法について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・特別利益・特別損失の意味と種類及
び記帳方法について思考・判断し，当
期純利益の計算までの内容を説明する
ことができる。
・損益計算書とその役割，損益計算書
の区分や様式について思考・判断し，
説明することができる。
・収益・費用の認識基準と測定基準に
ついて，思考・判断し説明することが
できる。
・出荷基準・引渡基準・検収基準の違
いについて説明することができる。
・売上原価の意味と計算方法につい
て，思考・判断して説明することがで
きる。
・販売費及び一般管理費の意味と種類
及び記帳方法について，思考・判断し
て，営業利益の計算までの内容につい
て説明することができる。
・営業外収益・営業外費用の意味と種
類及び記帳方法について思考・判断
し，経常利益の計算までの内容を説明
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・損益計算書とその役割，損益計算書
の区分や様式について，自ら学び，主
体的かつ協働的に取り組む。
・収益・費用の認識基準と測定基準に
ついて，自ら学び，主体的かつ協働的
に取り組む。
・売上高の意味、売上原価や販売費及
び一般管理費の意味と種類、営業利益
の計算、営業外収益・営業外費用の意
味と種類、経常利益の計算、特別利
益・特別損失の意味と種類、当期純利
益の計算について，自ら学び，主体的
かつ協働的に取り組む。

〇
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【知識・技能】
・損益計算書とその役割、損益計算書の区分や様
式について理解している。
・収益・費用の認識基準と測定基準について理解
している。
・売上高の意味、売上原価の意味と計算方法につ
いて理解し、適切な会計処理が行える。
・販売費及び一般管理費、営業外収益・営業外費
用、特別利益・特別損失の意味と種類及び記帳方
法について理解している。
【思考・判断・表現】
・損益計算書とその役割，損益計算書の区分や様
式について思考・判断し，説明することができ
る。
・収益・費用の認識基準と測定基準について，思
考・判断し説明することができる。
・出荷基準・引渡基準・検収基準の違いについて
説明できる。
・売上原価の意味と計算方法について，思考・判
断して説明できる。
・販売費及び一般管理費の意味と種類及び記帳方
法について，思考・判断して，営業利益の計算ま
での内容について説明できる。
・営業外収益・営業外費用の意味と種類及び記帳
方法について思考・判断し，経常利益の計算まで
の内容を説明できる。
・特別利益・特別損失の意味と種類及び記帳方法
について思考・判断し，当期純利益の計算までの
内容を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・損益計算書とその役割，損益計算書の区分や様
式について，自ら学び，主体的かつ協働的に取り
組む態度を身につけている。
・収益・費用の認識基準と測定基準について，自
ら学び，主体的かつ協働的に取り組む態度を身に
つけている。
・売上高の意味、売上原価や販売費及び一般管理
費の意味と種類、営業利益の計算、営業外収益・
営業外費用の意味と種類、経常利益の計算、特別
利益・特別損失の意味と種類、当期純利益の計算
について，自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
む態度を身につけている。
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第４章　その他の会計処理
【知識及び技能】
・役務収益・役務原価の意味と記帳方
法について理解する。
・外貨建ての債権債務と前払金・前受
金の円換算や，決算時の手続き及び財
務諸表の表示方法を理解する。
・税効果会計の意味を理解し、税効果
会計の適切な会計処理をすることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・役務収益・役務原価の意味と記帳方
法について思考・判断し，説明するこ
とができる。
・外貨建ての債権債務や前払金・前受
金に関する適切な円換算を判断し適切
に計算・表示する方法を身につけるこ
とができる。
・税効果会計による利点を主体的に考
え、協働的な作業により、税効果会計
が当期純利益に与える影響とその理由
について説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・役務収益・役務原価の意味と記帳方
法について，自ら学び主体的かつ協働
的に取り組む態度を身につけることが
できる。
・外貨建取引に関する協働的な学習に
参加することができる。
・協働的な作業により，税効果会計が
当期純利益に与える影響とその理由に
ついて説明することができる。

・指導事項
第28章　役務収益・役務原価
第29章　外貨建取引
第30章　税効果会計

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
・役務収益・役務原価の意味と記帳方法について
理解している。
・外貨建ての債権債務と前払金・前受金の円換算
や，決算時の手続き及び財務諸表の表示方法を理
解している。
・税効果会計の意味を理解し、税効果会計の適切
な会計処理ができる。
【思考・判断・表現】
・役務収益・役務原価の意味と記帳方法について
思考・判断し，説明できる。
・外貨建ての債権債務や前払金・前受金に関する
適切な円換算を判断し適切に計算・表示する方法
を身につけている。
・税効果会計による利点を主体的に考え、協働的
な作業により、税効果会計が当期純利益に与える
影響とその理由について説明する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・役務収益・役務原価の意味と記帳方法につい
て，自ら学び主体的かつ協働的に取り組む態度を
身につけている。
・外貨建取引に関する協働的な学習に参加してい
る。
・協働的な作業により，税効果会計が当期純利益
に与える影響とその理由について説明する。

〇 〇
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定期考査

第５章　財務諸表の活用
【知識及び技能】
・ディスクロージャーの意味を理解す
る。
・財務諸表分析の意味と財務諸表分析
の方法を理解する。
・連結財務諸表を理解している。
・連結財務諸表の作成方法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・ディスクロージャーがなぜ必要か説
明することできる。
・財務諸表分析の方法と種類につい
て、説明することができる。
・連結財務諸表がなぜ必要か説明する
ことができる。
・開始仕訳や連結修正仕訳がなぜ必要
か思考・判断し、説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・企業でどのようにディスクロー
ジャーを行っているか，事例を調べる
ことができる。
・実際の企業の財務諸表を入手し、主
体的に財務諸表分析を行うことができ
る。
・連結財務諸表の作成について、自ら
学び，主体的かつ協働的に取り組む態
度を身につけることができる。

・指導事項
第31章　財務諸表の
　　　　　　ディスクロージャー
第32章　財務諸表分析
第33章　連結財務諸表のあらまし
第34章　連結財務諸表の作成

・教材
教科書、問題集、プリント

・一人１台端末の活用　等
確認テスト

【知識・技能】
・ディスクロージャーの意味を理解している。
・財務諸表分析の意味と財務諸表分析の方法を理
解している。
・連結財務諸表を理解している。
・連結財務諸表の作成方法を理解している。
【思考・判断・表現】
・ディスクロージャーがなぜ必要か説明できる。
・財務諸表分析の方法と種類について、説明でき
る。
・連結財務諸表がなぜ必要か説明できる。
・開始仕訳や連結修正仕訳がなぜ必要か思考・判
断し、説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・企業でどのようにディスクロージャーを行って
いるか，事例を調べられる。
・実際の企業の財務諸表を入手し、主体的に財務
諸表分析を行える。
・連結財務諸表の作成について、自ら学び，主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

〇〇 1
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